
• Ｄ－１トレンチ１－１ピットでは，Ｋ断層は基盤岩から③層を変位させ，北面では，②層上面の鉛直変位量は1.1mである。
• 岩盤部において，Ｋ断層は北法面ではＮ-Ｓ方向で高角度西傾斜であり，断層ガウジを伴う。
• 最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分が卓越する。

走向・傾斜，条線方向計測箇所（１－１ピット北面：12箇所のデータを平均化）断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所（１－１ピット北面）

現場確認：2013年6月

※青枠，緑枠は破砕部性状一覧に記載したデータの計測箇所
調査位置図

観察面

2.2.1.6 １－１ピット （１－１ピット北面 スケッチ）

2-62



１－１ピット北面写真

撮影：2013年6月

調査位置図

観察面

2.2.1.6 １－１ピット （１－１ピット北面 写真）
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走向・傾斜，条線方向
計測箇所

（１－１ピット南面1 ：10箇
所のデータを平均化）

走向・傾斜，条線方向
計測箇所

（１－１ピット南面3 ：16箇
所のデータを平均化）

断層ガウジ・断層角礫
の幅計測箇所

（１－１ピット南面1）

現場確認：2013年6月

走向・傾斜，条線方向
計測箇所

（１－１ピット南面2 ：20箇
所のデータを平均化）

断層ガウジ・断層角礫の幅
計測箇所

（１－１ピット南面3）

断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所
（１－１ピット南面2）

• Ｄ－１トレンチ１－１ピットでは，Ｋ断層は基盤岩から③層を変位させ，南面では，①層上面で1.2m以上，②層上面で1.1m以上，③層内で最大1.5mである。
• 基盤岩中では，K断層は南法面ではＮＷ-ＳＥ方向で高角度西傾斜に変化するとともに断層ガウジをほとんど伴わなくなる。
• 最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分が卓越する。
• 堆積時期が異なるこれら 層，②層及び③層を変位基準とした変位量は概ね一定であり，断層変位の累積性は認められない。

調査位置図

観察面

2.2.1.6 １－１ピット （１－１ピット南面 スケッチ）
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１－１ピット南面写真

ENE← →WSW

撮影：2013年12月

調査位置図

観察面

2.2.1.6 １－１ピット （１－１ピット南面 写真）
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